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· 出席者は記録者が印を付ける。
· 出席できなかったスタッフは、記録を読んでから欄に署名（捺印）すること。

＜患者様情報＞

・H25年度奨励金支給について
◎メンタルケア病棟3F「会議室」
●4/28（月）16：30～18：00　青南病院
◎本部2F「会議室」
●4/30（水）16：30～18：00　4/28、4/29未受給者
※4/30のみ支給場所が違う為、間違えのないよう周知お願いします。
※詳しくは、各部門管理者まで問い合わせ下さい。
※尚、当日は『認印（シャチ不可）』が必要となりますので、忘れずに持参して下さい。
＜新患情報＞

・4/28（月）　院長Ｄｒ　9：30来院　11時診察

　佐々木　イソ様（86）

　現在、南部町にて、夫、長男夫婦、孫と生活している。

　H23年頃より物忘れや料理中に鍋焦がしをすることが何度か続いたことから、H23年9月、長男

が付き添い東八戸病院を受診。アルツハイマー型認知症と診断され、アリセプトが処方となり、

2～3ヶ月に1度の頻度で通院。その後、H24年頃に近医のはらだクリニックへ転院。

介護保険を申請し、デイサービス「スマイル」の利用を始めた（週2回）が、デイサービス以

外の日は、横になって過ごすことが多く、夜に朝だと思い起きてくることや、時間がわからな

いことがあった。排泄はトイレを汚すことや尿臭がすることが増えてきた為、リハビリパンツ

を使用。最近では、鉛筆や消しゴムを食べようとすることがあったとのこと。H26.3.20、16：

30頃、目がうつろで歩行が困難となっている本人を長男が発見。「あっちから何か聞こえる」

等の独語が続いておりソワソワした様子であった。長男が熱を測ろうと体に触れると「痛い！」

と怒り叫んでいたことから、長男が救急要請し、八戸赤十字病院を受診。本人が興奮しており

検査は困難であったが、症状から見て脳梗塞等ではないと説明を受けていた。処方等は無く、

本人が少し落ち着いた19時半頃に帰宅。かかりつけ医のはらだクリニックより、認知症の専門

的な治療、薬剤調整を勧められ、当センターを紹介され、家族が受診を希望し、当院初診予定

となっている。

介護認定：要介護2

担当ケアマネ：スマイル居宅　藤田氏

デイサービススマイル　週2回（火・木）利用予定

5/2（金）　深澤Ｄｒ　9：30来院　10時診察

山口　慶一様（63）　

H23年脳梗塞発症、八戸市立市民病院入院（20日間位）し、その後リハビリ目的にて八戸西病院へ転院し1ヶ月位入院。麻痺等はなく生活は自立。その後自宅へ退院するも、退院後半年後位から意欲低下、不安感、抑うつ感強く、希死念慮出現（排尿が出にくくなった事がきっかけと妻様は話す）。Ｈ24年4/4～八戸市立市民病院精神科通院し、うつ病と診断され何度か入院もしているが、症状改善されない為、Ｈ25年3/12～ささクリニックへ通院を切り替える。Ｈ24年夏頃より便、尿にこだわる様になり、『トイレに行っても出ない』と訴え、時々、尿失禁するようになる。現在、長男様、妻様、本人様で同居しているが、日中は長男様、妻様は仕事の為、本人様一人で過ごされており、妻様としては日中一人にしておくのも厳しくなってきていると思ってきているとの事。まずは受診し必要であれば入院治療も検討しているとの事で、当院へ受診相談され、５月２日当院初診予定となっている。
＜外来情報＞

· 大久保　康弘様～幻視はほぼ消失したが、早朝覚醒があるとの事。レボトミン中止とし、

　　　　　　　　　　クアゼパムが処方される。また、コントミン（２５）１T→コントミン（５０）１Tへ増量となる。　　

